
EndNote (以後EN)の使い方をご説明をします。

ENは、文献情報を収集・管理するためのツールです。
そして、収集した文献情報を活用するさまざまな便利な機能があります。

文献情報の収集方法から活用まで、こちらの４つについてご説明します。
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ENへは、神戸大学附属図書館Webサイトにある「データベース一覧」の
リンクからアクセスできます。

一覧から” EndNote basic”を選択し、詳細ページを表示して下さい。
詳細ページにはデータベースの概要や利用条件などが記載されています。
データベース名のハイパーリンクをクリックすると、データベースへ
アクセスできます。

すでにENのアカウントを持っている場合は、Eメールアドレスとパスワードで、
ログインしてください。
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登録がまだの方はページ右側の「Register」をクリックし、アカウントを作成
してください。

Web of Scienceなど、ENと同じクラリベイトアナリティクスが提供している
データベースで既にアカウント登録をしている場合、同じID/PWにしておくと
DBの連携ができ便利です。

なお、アカウントの有効期限は、最後に学内ネットワーク環境からENに
アクセスした日から1年間です。
アカウント登録すれば、学外のネットワーク環境からでも自由にアクセスする
ことができます。
また、卒業後も自動で無料版にダウングレードし使い続けることが出来ます。

パスワードや登録したアドレスの変更はログイン後、オプションのタブから
行ってください。
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では、本題に入りましょう。最初に文献情報の収集方法をご説明します。

文献収集は、画面上部にある「文献の収集」から行えます。

収集方法は、ここに挙げた4つです。

一つめは、EN上でデータベースを検索して、そのままデータを保存する方法で

す。

4

配布資料なし - 見出し



「文献の収集」にカーソルをあわせて表示される収集方法のうち、左端の
「オンライン検索」を選択します。

ステップ１と表示された画面のプルダウンから検索したいデータベースを
選択してください。

プルダウンには多くのデータベースが表示されますので、よく使うデータベース
を「マイリスト」に登録しておくと便利です。
プルダウンの右側にある「お気に入りを選択」をクリックして、登録したい
データベースを選択して「マイリストにコピー」をクリックして登録しておくと、
以後選択したものだけがプルダウンに表示されます。

プルダウンからデータベースを選択したら、「接続」をクリックします。
すると、ステップ２と表示されたデータベース検索画面が表示されるので、
この画面で検索します。
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検索結果が表示されたら、検索結果の一覧から保存したい文献情報のボックスに
チェックをして、保存先をプルダウンから選択すれば、保存が完了します。

新しく保存グループを作成したい時は、「新しいグループ」を選択してグループ
を新規作成します。
データの保存は、タイトルをクリックして表示される詳細画面からも可能です。

保存した文献情報は「マイレファレンス」のタブから確認できます。
マイレファレンスについては、後ほど（２. 文献情報の管理・共有 ）ご説明しま
す。
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次は、データベースで文献情報を検索して、その情報をENに直接転送する
「ダイレクトエクスポート」を紹介します。
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ENと親和性の高い一部のデータベースには、データベース上のボタンを
クリックするだけで、直接データを送信できる「ダイレクトエクスポート」
機能があります。

例えば、全分野の海外文献が検索できる「Web of Science」の場合、検索結果
画面の上部にある「エクスポート」のアイコンをクリックすると「EndNote
Online」を選択でき、直接送信できます。
また、「医中誌Web」の場合は、送信したいデータにチェックをして、
画面上部に表示されている「EndNote」のアイコンをクリックすると、
データ送信できます。

ダイレクトエクスポート機能で送信されたデータは、マイレファレンスの
「未整理」に転送されます。

8

EndNote basic-④



３つめは、ENと連携していないデータベースで検索した時に、文献情報を
取り込む方法です。

この場合は、データベースで検索した文献情報を、一旦PC上にファイル出力
してから、ENに取り込みます。
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まず、データベースからENに取り込める形式で文献情報を出力します。

出力方法はデータベースに依って異なりますが、多くは「ファイル出力」や
「書き出し」などから出力できます。
Google scholarの場合は、ダブルコーテーションマークをクリックすると、
出力画面が表示されます。

出力形式も、データベースによってさまざまですが、ENやRIS形式を選択して
出力すれば、ENに取り込めます。
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データベースから出力した文献情報の取り込みは、「文献の収集」に
カーソルをあわせて、右端に表示される、「レファレンスのインポート」から
行います。

取り込むファイルを選択して、インポートオプションで、保存するデータの
形式を指定したら、インポート先で保存したいグループを選択して文献情報を
取り込みます。

インポートオプションは「お気に入りを選択」から、よく使う形式を
マイリストに登録しておくと便利です。
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インポートオプション (＝取り込む形式）は、出力した形式によって異なります。

ここに代表的データベースの形式を挙げました。
利用するときの参考にしてください。
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収集方法の最後は、新規レファレンスの作成です。

これは、直接手入力するという最終手段ですが、例えば、収集したい情報が
紙でしかない場合などに使うので、登録方法を簡単にご説明します。
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文献情報を手入力するときは、「新しいレファレンス」を選択します。

すると、真っ白な画面が表示されます。
入力したい項目の入力スペースをクリックすると、入力画面が開きます。
1項目でも記入すれば、情報を保存できます。

表示される入力項目は、レファレンスタイプによって異なります。
雑誌論文の情報を入力するときは、レファフェンスタイプの項目を
「Journal Article」にします。
すると、掲載誌の情報を入力する項目が表示されます。
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ここからは、収集した情報を使った便利な機能を紹介します。

最初は収集した文献情報の管理と共有についてです。
文献情報の管理は「マイレファレンス」から行えます。
またグループの管理は「分類」で行えます。

こちらに挙げた3つについてご説明します。

15

配布資料なし - 見出し



最初に、文献情報の整理と編集方法を見て行きましょう

「マイレファレンス」のタブをクリックすると、収集した全ての情報が
表示されます。
左側には、収集した情報を検索するための検索窓があり、
その下の「マイグループ」には作成したグループが表示されます。

ある文献情報を別のグループに保存したいときは、その情報にチェックをして、
画面上部にあるプルダウンから保存したいグループを選択すると、選択した
グループに文献情報が保存されます。
「未整理」以外の文献情報は、別のグループに保存しても元のグループにも
その文献情報が残ります。元のグループの情報は不要な場合は、プルダウンの
左側にある「グループから削除」をクリックすると、表示しているグループ内
にある文献情報は、削除されます。

「グループから削除」の左側にある「削除」をクリックすると、複数グループ
にある同じ文献情報全てが削除され、ごみ箱に移動します。
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マイレファレンスでは、文献情報の編集も行えます。

編集したい文献情報のタイトルをクリックすると編集画面が表示されます。
編集したい項目をクリックすると編集用のウィンドウが開き、記述内容の変更・
削除ができます。

データベースから取り込んだ文献情報には「Web of Scienceで表示」、「URL
へ移動」など、各データベースの詳細情報画面へのリンクが付与されています。
このリンク先も、編集画面から変更できます。
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また、マイレファレンスに登録されている文献情報には、本文ファイルや
メモなどを添付できます。

例えば、本文を何度も確認したいという場合には、本文をダウンロードしておき、
文献情報に添付しておくと便利です。
ただし、添付できるファイルは、合計2GBまでという制限があります。
今、添付しているファイルの合計と、残りの添付可能な容量は「分類」のタブの
「添付の管理」で確認できます。

なお学内ネットワークでENを利用すると「Find it! Kobe Univ.」と書かれた赤い
アイコンが表示されます。
このアイコンをクリックして、上から順番にチェックして行くと効率的に本文の
入手ができます。
ファイル添付には制限がありますので、この「Find it! Kobe Univ. 」の利用と、
うまく使い分けてください。
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次に、他のユーザーと文献情報を共有する機能についてご紹介します。

文献情報の共有は「分類」タブの左端「マイグループの管理」で行えます。
共有したいグループの「共有の管理」のアイコンをクリックして、表示された
「このグループの共有を開始します。」という文字をクリックします。

表示されるボックスに、共有したい人がENに登録しているEメールアドレスを
入力して、アクセス権限を「読み取り専用」「読み書き」のどちらか選択して、
「適用」をクリックします。
共有のチェックボックスにチェックを入れてフォルダ名の前に青い「共有」の
マークが表示されたら共有が開始されます。

ただし、この共有は文献情報のみで、本文のPDFなど、添付したファイルの共有
はできませんのでご注意下さい。
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「マイグループの管理」画面では共有だけでなく、グループ名の変更や削除
ができます。
削除したグループに保存されていた文献情報は「未整理」に移動します。

その他、「重複の検索」では、マイレファレンス内で重複している文献情報を
確認できます。
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次に、収集した情報を使って文献リストを作成する方法をご説明します。

リストの作成は「引用文献リスト作成」から行えます。
ここでは、収集したデータを様々な形で出力ができます。
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論文の最後につける参考文献リストは、学会や掲載雑誌の投稿規定により
各要素の並べ順や書き方が決められています。
それに合わせて、手動でリストを作成することは面倒ですが、
この機能を使うと、リストが簡単に作成できます。

まず、画面上のタブ「引用文献リスト作成」から「文献リストの作成」を
選択します。

次に、「レファレンス」のプルダウンで、文献リストを作成したいグループを
選択します。作成できる文献リストは、グループ単位です。
ですから、レポートや論文を執筆する際には、あらかじめ文献情報を
レポートや論文の単位でグループ分けしておくと便利です。

次に、「書誌スタイル」のプルダウンから、作成するスタイルを指定します。

そして、「ファイル形式」のプルダウンで、出力するファイル形式を
選択します。
スタイルによっては、イタリックやボールドでの記述があるので、
HTMLでプレビューしてみたり、リッチテキストで保存するといいでしょう。
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収集した文献情報を使って、執筆した論文に様々なスタイルの引用表記と
参考文献リストを付与する機能もあります。
「引用文献リスト作成」の中の「引用文献のフォーマット」から作成できます。

この機能を使うには、執筆の際に、いくつかのルールがあります。
まず、引用箇所に、著者名 カンマ 出版年を中括弧で囲んで記述しておきます。
そして、リッチテキスト形式で保存してください。

「ファイル：」で作成した論文を選択したら、「書誌スタイル」を選択し、
「引用文献リスト作成」をクリックしてください。

どの雑誌に投稿するか決なっていなくても、引用文献フォーマットのルールに
沿って論文を作成しておけば、投稿先が決まってから、引用表記や参考文献
リストのレイアウトを感嘆に作成・変更できるので便利です。
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収集した文献情報は「エクスポート」から出力できます。

レファレンスのプルダウンで、出力するグループを選択します。
全データを出力したい場合は「マイライブラリのすべてのレファレンス」を
選択して下さい。
そして スタイルのプルダウンから出力するファイル形式を選択します。
例えば「出力したデータをエクセルで加工したい」というような場合は、
「Tab Delimited」を選択するといいでしょう。

24

EndNote basic-⑬



最後に、自分が書いた論文を雑誌に投稿するとき、論文の内容から、
投稿するのに適した雑誌を提案してくれる機能を紹介します。

「投稿ジャーナルの推薦」というタブをクリックしてください。
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するとこのような画面が表示されます。

画面の上部にある「Match Manuscript」をクリックし、執筆した論文の
タイトル、アブストラクトを入力して、「Find Journals」をクリックすると、
論文内容に最適な雑誌を、一致する割合の高い順番で提案してくれます。

推薦された雑誌は、画面左側のファセット検索で、更に条件を追加して
絞り込みができます。

雑誌名の左下にある「View profile page」をクリックすると詳細表示が開き、
雑誌の出版社、出版国、言語、ジャーナルインパクトファクターなどが
確認できます。
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最後に、プラグインについてご案内します。

図書館や情報処理教室などにあるMacの端末は、アプリケーションのDLなどが
できませんが、自分のPCですと、CWYWプラグインをダウンロードすると、
ワードファイルでも引用フォーマットを利用できるなど、より便利にENを
使用できます。

プラグインのダウンロードは、画面上部の右端にある「ダウンロード」のタブ
から行えます。
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今日ご紹介した「Find it! Kobe Univ.」のリンクや、大学が契約している
データベースは、原則、学内ネットワーク環境からでしか利用できませんが、
情報基盤センターが提供している「VPN接続サービス」を使うと、学外からも
学内限定のサービスやコンテンツを利用できます。詳細は図書館Webサイトの
「学内限定コンテンツについて」のページでご確認下さい。

「VPN接続」を行ったPCからENにログインすればアカウントの期限も延長され
ます。「VPN接続」方法の詳細は、神戸大学情報基盤センターのWebサイトを
参照してください。
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